
例年、館山公園で開催している
桜まつりは、新型コロナウイルスの
感染拡大防止のため中止。
このため、千厩市民センター庭

（北側）で、ささやかな「桜のラ
イトアップ」を１９日まで行い、きれ
いな夜桜を見ることができました。
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雑
誌自転車の交通事故防止について

本年度の「千厩市民センター講座」は、新型コロナウイル
スの感染拡大防止のため、開催を見合わせています。
安全安心に講座を実施できる時期になりましたら、いち早く

皆さまへ開催のご案内をいたします。
ご理解のほど、よろしくお願いいたします。

原則として車道通行、左側通行です。
歩道を通行するときは、歩行者を優先し、

車道寄りをゆっくり走行しましょう。

＜自転車は車の仲間＞

この時期は、大人も子供も新しい生活
に慣れて気持ちが緩み、また、気候も良く
なって自転車に乗る機会が増えてきます！
事故に遭わないために、自転車に乗る

ときもルールやマナーを守りましょう！

＜二人乗りや並進はいけません＞

＜暗くなってきたらライトを点灯し、交差点
では一時停止、安全運転を忘れずに！＞

＜子供はヘルメットを着用しましょう＞

館山から 「不安の中でも 大人でいるために」

新型コロナウイルスの感染拡大が止まらない。
筆者は本紙２月25日号で「まちづくりと感染症対
策」と題し、その重要性と取組について私見を述
べた。その段階では「緊急事態」にならないこと
を願っていただけに、今日の状況は残念でならな
い。一日も早い終息を願うばかりだ。
さて、3月下旬、岩手日報の「現論」、原宿カ

ウンセリングセンター所長の信田さよ子さんによる
「新型コロナで不安が増殖 今こそおしゃべり
を」の寄稿を読んだ。
その内容を要約すると、『今まさに日本中の人

たちが直面しているのが不安ではないか。健康も
経済状態も終息時期もすべて先が見えない状態
は、不安以外のなにものでもない。不安は恐怖
や怒りなどの多様な感情や感覚が複雑に交錯して
いるため、言語化しづらく明晰さを欠く。そして、
時にはさまざまな身体症状や精神症状として表出
される。
そんな事態を避けるために大切なことは、まず

自分が不安に押しつぶされそうだと認めることだ。
それは敗北でも恥でもなく、状況への正常な反応
だ。不安こそ正常だととらえ、そのエネルギーを
安全に方向づけ表出を図る必要がある』と。

そして、東日本大震災の際には、被災した女性
たちが「おしゃべり」と「愚痴」を言い合うことだ
けが救いだったとの例をあげ、『全員が共通の
苦しみを抱えているときは、理解や応答といった
相互性ではなく、おしゃべりの「言いっぱなし聞
きっぱなし」が必要だから、前代未聞の今こそ、
不安エネルギーの最も安全な表出としておしゃべ
りが必要とされている』と。
また、『不安エルギーの方向を弱者に向けず、

決して攻撃や暴力、差別といった表出をしないこ
とが大人の条件ではないか。弱い者の不安を受
け止められてこそ大人であり、まわりに当たり散ら
すなど論外。不安だらけだと知人に愚痴り、もっ
とおしゃべりすることで、かろうじて大人でいられ
る』と論じている。
筆者は、この記事を目にし、我ながら反省すべ

きことが多いことに気づかされた。今の状況では
みんなが集まり何かを行うことはできないが、毎
日の生活の中で誰かと「おしゃべり」できる大人
でいたいものだと思う。そしてマスクを着用し、
少し離れて。

千厩市民センター 所長 金野 富雄

※このコラムは随時掲載します。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
千厩市民センターの利用を休止しています。

【休止期間】 4月19日(日)～5月10日(日)
なお、今後の状況によって対応が変更になる場合があります。

皆さまにはご迷惑をおかけしますが、ご理解ご協力のほどお願い申し上げます。

市民講座のお知らせ

桜 さくら

きれいにライトアップ


